
                                                                                              

 
令和 ７年 ６月 ３０日   

板 橋 区 立 蓮 根 小 学 校   

 ７月号  
   

教育目標： やさしく  かしこく  たくましく                                        

蓮根学びのエリア （志村三中 志村六小 蓮根二小 蓮根小）                  

                                                      

 

校長  
 

６月の始業前、朝から強い日差しが燦々と降り注いでいます。（今日は、プールに入れるかな）と校 

長室の窓から校庭を眺めていると、３年生の子どもたちが担任の先生と一緒に校庭に出てきて集まって 

います。数人の子が何かを大事そうに抱え、相談しています。ちょうど校長室の前まで移動してきたの 

で、私も校庭に出てその輪に加わりました。 

 

覗き込んで見てみると、虫かごの中に色鮮やかな大きなアゲハ蝶がいました。羽もふわふわです。 

「さっきまでサナギだったんです」「今朝、蝶になったばかりです」子どもたちは口々に報告してくれ 

ます。「これからどうするの？」と尋ねると、羽化した蝶を外に放すために出てきたと答えてくれまし 

た。「でも、飛べるかな？」と心配そうな顔や、「かごの中で、飛ぶ練習していたから大丈夫だよ」と 

周りの友達に言い聞かせる子もいます。 

 

   現在、3・４年生の教室前には、様々な種類の虫かごが並んで   

います。いつでも昆虫の生態を観察できるようになっています。  

中には、土や草木の葉や枝、そして昆虫の幼虫やサナギもいま 

す。かじられた葉の跡、もぞもぞと動く様子、小さな黒い糞な  

ど、全てが命の輝きの証です。（そういえば、毎朝ダンゴムシを  

集めて見せてくれている子もいるし、プチトマトの実も赤くなっ  

てきたぞ）と思いにふけっていると、全員そろったので早速蝶の 

入った虫かごの蓋を開ける時が来ました。  

 

しかし、蝶はなかなか出てくる気配がありません。それどころか、６本の足でしっかりとかごの端に 

つかまっています。少しの風にも繊細な触覚や羽が小刻みに揺れて、何かに怯えているようにも見えま 

す。（今はダメかな）と誰もが思った瞬間、ゆっくりと少しずつ蓋の端まで這い出てきました。 

次の瞬間、「あっ」子どもたちから小さな声があがります。ふわっと宙を舞ったアゲハ蝶は、ひらひ 

  らと子どもたちの頭上を旋回したかと思うと、上下左右に揺れながらも、ゆっくりと夏の空高く吸い込 

まれていきました。誰もがその瞬間、自然と手を振り、別れを惜しみながらもその前途に希望を見た思 

いでした。その光景は、まるで一幅の絵画を見る思いでした。 

朝の光の中、夏の校庭は生命力と希望の輝きを放っています。 

 

 

 

 

 

 

「夏の校庭」 生命力と希望 

指導者変更のお知らせ 

  五組担任       教諭におきましては、ご家族の出産に伴い育児休暇を取得します。 

  期間は、令和７年６月３０日（月）～８月３１日（月）です。なお、指導については、五組 

担任が協働で務めてまいります。保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 








